ひとけ さかぐら 

今、 全く 人気の 無い この 大きい 酒 倉の ような 変電所 

の 中で は、 ただ 機械 だけが 悪魔の 心臓の ように 生きて 

いるので あった。 

スパ— ッ！ 

リンリン リンリン。 

突然 白け 切った 夜の 静寂 を 破って、 けたたましい 

ぼとば し どくどく せい リ よくしよ く いなずま てんじょううら 

音響が 迸 る。 毒々 しい 青 緑色 の 稲妻が 天井裏 に 

まで 飛び あがった。 II 電路 遮断器が 働いて 切断し 

たのだった。 

と、 思い 掛けぬ 窓の かげから 素早く 一 人の 男が 飛び 

出して、 配電盤の 前へ 艇 けつけ た。 彼 は 慣れ 切って い 



る 正確な 手附 きで、 抵抗器の 把手 を クル クルと 廻す と、 

ガチャ リと 大きな 音を立てて 再び 電路 遮断器 を 入れ 

た。 パイロット. ランプが 青から 赤に 変色して、 ばた 

なリゃ まま 

りと ベルが 鳴 止む。 その 儘 技手 は 配電盤の 前に 突つ 

立って、 がっしりした 体 を 真直ぐ に、 見えぬ 何物 か を 

追ってい るよう であった。 もう 四十 年輩の 技術に は 熟 

練し きった 様な 男で ある。 —— 一分、 二分。 春の 夜 は 

闌 けて、 甘く 悩し く睡 つていた。 

とき ちょっと 

「土岐 さん！ 土岐 さん、 一 寸 …… 」 

不意に 裏口へ つづく 狭い 扉が 少し 開いて、 その 間 か 

ら 若い 男の 顔が ヒョ クリと 現われた。 ひどく 蒼白い 顔 



ろう. ま、 あた リ はばか 

をして、 明らかに 何事 か 狼狽しながら 四辺 を 憚って 

いた。 

「おう」 くるりと 振 返った 技手 は、 

「国ち やん か、 なんだい？」 と、 何気なく 配電盤 を 離 

れた。 

「あの、 一 寸 来て くれません か、 何う も 可笑し いんで 

よし たお 

す。 お 由が 仆れ ちゃって」 

青年 は 一 途に 救い を 求める ような、 混乱した 表情 を 

見せな から、 乾から びた 言葉 をぐ つと 呑み こんだ。 

「お 由 —— 」 

「ええ、 仆れ ちゃった きり、 どうしても 起きな いんで 



す。 困って しま つ てね」 

土 岐健助 は 濃い 眉 を 寄せて チラ リと 窓の 方 を 眺めた。 

あいぼう 

「弱った な、 相棒 は 起せない し —— 」 

「*K; え o-」 

「喜 多 公なん だよ。 考え もの だからね」 

おび 

さ つ と 青年の 眼 は 怯え あが つ た。 

「ま、 この 儘に して 置いて 一寸 行って 見よう。 何処 だ 

い？」 

技手 は 思い返した 様に、 気軽に 青年の 肩 を 押しな が 

けんとう 

ら 裏口へ 出た。 乏しい 軒灯が ぼつん ぼつん と 闇に 包ま 

れ ている 狭い 露路 を、 忍ぶ ように 押 黙って 二十 歩ば か 



にも 幾度 かそうして 見た ので あつたが、 もう 一度 機械 

くろじゅす ぇリ すが 

的に 黒糯 子の 襟 を 引き 開け、 奇蹟に でも 鎚 るよう に 

ぐっと 胸へ 手 を 差し入れた。 直ぐにむ つちり と 弾力の 

ある 乳房が 手に 触れた が、 その 胸に はもう、 彼 を 散々 

悩ました あの 灼けつ くような 熱 は 無く、 わずかに 冷め 

あたたかみ 

て 行く ほの 温 味し か 感じられなかった。 心臓 は？ (ほ 

ら、 こんなにね) と、 よく 彼の 手 を 持って行って は、 

その 強い 躍動 を 示して 笑った 心臓 も、 バタリと 止って 

しま つてい る。 

「ああ、 心臓が 止って いる —— 」 

「なに、 心臓が！」 



の。 —— 大丈夫よ。 まさか 親分 だって、 そんなに 女房 

を 疑つ ちゃ、 お (># さんの 癖に 外聞が 悪い もの。 かまう 

もんか、 知れたら 知れた 時の 事 さ」 

ようふ 

妖婦 気取りのお 由 は、 国 太郎に ぴったり 寄 添いな が 

ら 非常に 嬉しそうであった。 そして 散々 この 気の 弱い 

青年 を いじめぬ いて、 少しも 側から 離そうと はしな 

かった が、 つい 先刻に なって 不図 気が 変って しまった。 

「矢っ張り 私、 帰った 方が 1^ いわ。 あんた 怒り やしな 

いわね。 又 来る に は 泊らない 方が 出 好い もの、 ね」 

「だ つ てもう 十一 一時 過ぎ だぜ」 

「怖 か あない わ。 こう 見えた つて 白 蛇のお 由さん だ も 



「ね 君、 今 は 何う してお 由さん が 死んだ のか、 誰に 殺 

された のかなん て 事 は 研究して いる 場合 じ や 無い よ。 

何より 君 自身の 体 を 心配す る 必要が あるんだ。 いい か 

ね、 後 三十 分で 僕の 交代 時間が 来る。 そうしたら 兎に 

角 一 一人でお 由さん の 屍体 を 遠くへ 運んで 行こう。 詰ま 

リ君 とお 由さん との 仲 を 嗅ぎ出されない 為に だよ。 そ 

して 君 は、 朝の 一番 列車で 当分 何処かへ 姿 を 隠して し 

まう の だ。 それが 一 番 安全 だからね。 II 後 三十 分 だ。 

君 はこの 屍体 を 守って、 変電所の 物置の 後で 待って い 

て舆れ 給え。 忘れても 声を立て ちゃ 駄目 だぜ。 相捧は 

喜 多 公なん だからね」 



それ は 国太郎 にと つ て 非常に 頼 母し く 思われた 程 実 

に 冷静な 分別であった。 ただ 不安な の は 技手の 言う 相 

たな か.？ たいち 

棒の 喜 多 公、 即ち 変電所の 技手 補 田 中 喜 多 一で、 これ 

は吉蔵 親分の 一 の 乾 分で ある 上に、 秘かにお 由に 想い 

を 掛けて いるの だと、 国 太郎は 何時かお 由 自身の 口 か 

ら 聞かされた 事 も あるので、 運悪く こうした 所 を 見附 

かろう ものなら、 親分に 告げる まで も 無く 半殺しの 目 

にあわされ るの は 言う まで も 無かった。 

はくひょう 

然し、 幸い 薄氷 を 踏む 思いの 長い 三十 分 は、 どうや 

ら 無事 に 過ぎ たらしい。 やが て 足音 を 忍 ぶように して 

土岐健 助が 物置の かげへ 来て くれたの は、 もう 午前 二 



(むごたら しく 殺ら れ ている) 土岐は 起きよう ともせ 

ずに、 昨夜の 生きて いる 儘に 死んで いたお 由の 美しい 

屍体 を 思い描いて、 喜 多 公の 残して 行った 言葉 を 不思 

議に 思った。 

「そんな 害 はな いんだが な」 あのお 由の あらわな 白い 

胸 や 太股 を まざまざと 描き出して、 土岐 はふつ と 顔 を 

赤らめた。 

宿直室の 外 は 火事場の 様な 人通りであった。 

「まあ、 いや だ。 そり やい い 女 だって 言う けど、 腕 も 

脚 も 無 いんです つて さ」 

「あら、 问 うしましょう。 私見る のが 怖くな つち やつ 



られ たお 由の 屍体 は、 全く 裸体に されて 半分 小川の 中 

へ 浸されて いるの だ。 その 白 蛇の様な 肌 は 朝日に 蒼白 

く 不気味な 光 を 帯び、 切 口 は 無花果の 実 を 割った 時の 

如く 毒々 しい 紅 黒色 を呈 していた。 

(こんな 害 は 無い) 土岐は 余りの 事に 思わず 顔 を 背け 

たが、 不図、 今頃 は 多分 三十 里 も 東京から 離れて しまつ 

た あの 気の 弱い 国太郎 が、 若し これ を 見たら 何ん な 事 

になった ろうと 思った。 と 同時に、 彼 は 自分が 昨夜 犯 

した 屍体 昏棄 罪から、 完全に 救われた 様な 気軽 さも 覚 

えて、 もう 二度と お 由の 不気味な 屍体 を 見る 気 はなく • 

きびす 

其の儘 踵 を 返した のであった。 



い をして いた 喜 多 公 は、 そこまで 言われ ると キッと 

なって 形 を 改めた。 「冗談なら 冗談で いいが、 親分！ 

それ を 本気で お言いな さるん なら 黙つ ちゃい ません ぜ- 

ベら 棒め、 姐御の 屍骸が 何 を 喋って いるか 知って るな 

ァ、 一 人ば かりじ やねえ！」 

「何んだ と？ てめ え は それじゃ、 おれの 恩を仇で返 

す 気 だな。 よし、 そんなら 言って 聞かせる 事が あら あ- 

一 体、 お 由の 屍骸 を 一 番 初めに 見附けて 来たな あ 何処 

の 何奴 だ。 あの 晚、 てめ え は 何処で 何 をして いや あ 

がつ たんだ。 お 由の 胸へ 匕首 を 差し 附 けて …… 」 

「親分、 それじゃ 姐御 を 殺した な あ、 あっし だと 言う 



された 喜 多 公 はお 由の 死んだ 夜の 行動に ついて、 何ん 

と 思った か 一 言 も 口 を 利か 無かった の だ。 その 時の 吉 

きょ-つ じゅ つ 

蔵の 供 述 はこうで ある。 

「あっし は 十 時に 店 を 閉めて、 お 由が 留守 だから 久し 

たま い 

振りで 玉の 井へ 行って 見る 気になりました。 今 戸から 

はしば しら ひげば し 

橋 場 をぬ けて 白 鬚 橋 を 渡つ たんです。 けれど 何う も 気 

がすす まな いんで、 一通り ひやかして しまう と、 二 時 

よくちょう 

頃に は 家へ 帰って 寝て しまいました。 その 翌朝、 何 

んの 気な しに 聞いて いると、 乾 分の 一人が 昨夜 喜 多 を 

玉の 井で 見かけた つて 噂 を 小耳に はさん だんで、 お 由 

が 殺されて いると 言う 報せ を 聞いた の は、 それから 間 



「何故 又 そんな 事 を 今まで 隠して いたんだ」 

「へッ へ、 姐御の 後を附 けたなん てうつ かり 言って は、 

けんぎ 

飛んだ 嫌疑が 掛かる と 思い ましたんで II 」 

警察で は 直ぐに 万 字楼を 調べて 見た が、 大体 彼の 

そう い 

言った 事に 相違はなかった。 

お 由の 死亡 時刻 は 解剖の 結果、 午前 一時 前後と いう 

ことにな つてい る。 して 見れば 時間の 点から いって、 

ひとま 

喜 多 公 は 親分の 方より 嫌疑が 薄くなる 訳で、 一 先ず 彼 

も 釈放され る ことにな つた。 

警察で は 他に 誰も 容疑者と して 拘引して おらず、 こ 

の 事件 はわり に 無雑 作に 放置され ている 如く 見えて い 



自動車 を棄 てて 主任が 加 藤 牛肉 店の くぐり 戸 を 入る 

と、 其処に 張り込ん でいた 刑事が 待って いて、 直ちに 

奥の 吉 蔵の 居間へ 案内した。 その 部屋の 一方の 壁に 仕 

掛けて あつたの である。 壁 は 刑事の 手に 依って 扉の 如 

まぐち けんおく ゆき 

く 左右に 押し開けられ、 忽ち 間口 一 間 奥行 三尺ば かり 

の 押入れが 現われた。 その 押入れの 中央に 仏壇の 様に 

設置して ある 大 冷蔵庫。 その 扉 を 開けて 見せられた 時、 

さすがの 主任 も 「アツ」 と 顔 を 背けずに はいられ なか つ 

た。 中には 若い 女の 太股の あたりから 下の 立ち姿、 I 

I 草 葡萄 のく すんだ 藍 地に 太い 黒の 格子が 入った それ 

は 非常に 地味な 着物で あつたが、 膝頭の あたりから 



この 問題のお 由の 両腕と 両脚 は、 大学の 法医学 教室 

に 廻され て、 熱心に 犯行 事実 を 研究され ていた。 その 

結果、 吉 蔵の 申し立てた 切断 方法が 肯定され た 以外に、 

不思議な 傷口が 別に 四ケ所 発見され たのであった。 第 

おやゆび ひとさしゆび せんたん 

一は 左手の 拇指と 人差指の 尖端 ニケ 所に、 喰いい つた 

ような 探い 傷が ある こと、 同様な 傷が 又 両足の 裏に も 

あるので あつたが、 極く 小さい 上に 血のに じみ 出た 形 

跡 もない ので、 或いはお 由の 死後 吉 蔵が つけた もの か 

も 知れぬ、 とも 考えられ ていた。 ところが、 丁度 其処 

へ 遊びに 来た 電気工学の W 助教授が 一 目 これ を 見る や、 

「君、 これ は 高 王 電気に 感電した 時 受けた 傷 だよ」 と 助 



因 は 目下 調査 中で あるが、 両人の 体が からみ 合って い 

る 所から 推して、 一方が 感電した の を 一方が 救いに 

ある い 

行って 仆れ たと も 見え、 或は 両人の 間に 何 か 格闘が 

あって 組合った まま 感電した とも 思われる 節が ある、 

との 事であった。 

と-つと-つ 

「到頭 やった か。 残念な 事 をした な」 

受話器 を 離した 主任 は、 誰に とも 無く 眩いて 崩れ 

るよう に 椅子に 腰 を 下した。 

なお 

猶、 その後の 報告に よると、 応急修理に 高い 所へ 登 つ 

た 一 技手 は、 奇怪な 配線の あるの を 発見した。 それ は 

ひさし 

故意 か 偶然 か、 変電所の 壁 を 通って 向いの 家の 廂へ 
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